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はじめに
勝脱炎について， 2，3の統計的考察を行ない，あ
わせてその治療と予後について考えてみる。
方法
昭和 40年 1月 1日より， 5月 6日までの泌尿器
科外来 1，000例について，勝脱炎の症例を抽出し，資
料とした。なお，勝抗炎の診断は勝脱鏡的に下され
たものである。
統計的考察
1.頻度
勝脱炎の診断の下されたものは，全外来症例のう
ち 17.8% Iとおよぶ。
性別では，女子が 76.5%をしめ，全体の  3ん以
上である。それは1勝脱炎では経尿道的の上行性感
染が多く，女子の尿道の解剖学的理由によるもので
ある。また，女子は妊娠等による骨盤腔内うつ血が
おこりやすいこともその一因である。
年令別では，男女聞の差はなく，共に小児期，老
年期比少なく，青壮年期に多い。 20才から 50才ま
での年令層が全体の 70%をしめる。 
I. 病型
全勝fbTt炎のうち，急性び漫性勝脱炎が 40.5%を
しめ，慢性型では，三角部勝脱炎が 34.2%，頚部勝
脱炎が 9.0%，慢性勝脱炎が 11.8%，結核性勝脱炎
が 4.5%である。 、
II.症状
急性型と慢性型の聞に症状の上ではさほどの差は
ないが，一般的にいって，定型的勝脱炎症状を示す
ものは急性型により多く，慢性型では，尿の潤濁，
排尿後不快感，腰痛，下腹部痛，全身倦怠感等の症
状が多い傾向にある。また小児の勝脱炎では夜尿を
主訴とするものが多い。
尿意頻数と排尿時底痛はそれぞれ全症例の 38%
に認められ，以下血尿 17%，残尿感 12%の順であ
る。 
IV. 治療
キャソサイクリン 1日 1000mg投与を主体とし，
ウロサイダル，ワイントマイロン， ロイコマイシン
等を使用したが，急性型にふ慢性型にも，薬剤に
よる治療予後の差はあまり認められない。 
V.予後
急性型では治療に要した日数は  2日'"'-'30日で，
平均 9.3日である。 1週間以内 Ir68%が治癒して
いる。急性型で治癒が遷延するのは結石，手術後，
前立腺肥大，尿道狭窄，神経性尿意頻数等の場合で
ある。
慢性型では結核性勝脱炎は別とじて，三角部勝脱
炎，頚部勝脱炎，慢性勝脱炎はほぼ同程度の治療予
後を有し， 1カ月から 1年以上の治療期聞を要し，
大半は 2，3カ月かかる。 6ヵ月以内で治癒するも
のは慢性型の約 7割であり， 3割強は 6ヵ月以上の
治療期聞を要する。
おわりに
急性勝脱炎は症状が激烈であるかわりに治療予後
は極めて良効である。それに対して慢性型は長期の
治療期聞を要し，難治性である。また勝脱炎の治療 
予後を悪くする因子としては，前立腺肥大，尿道狭
窄等による尿の停滞，結石，異物等の存在による機
械的刺激，悪性腫湯，手術後，結核，糖尿病等全身
疾患の存在等があげられる。治療について今後に残
された問題としては，原因菌を決定して，それに最
も有効な化学療法剤を使用することである。
